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論　　文　　の　　要　　旨

　生物個体間の種内・種問両競争は，生物聞相互作用のうちで最も重要な相互作用の一つと考えら

れる。競争機構の解明は，生物の群集構造，個体数変動ラ分布を考える上で，大変重要である。し

かし，競争機構の実験的研究は数少なく，不明な点が多々ある。

　本研究ではアズキゾウムシ（ωl030わ舳肋36〃脇3づ5）幼虫に寄生する3種の外部寄生蜂（1）伽α㈱㈱

bα∫α狐ル兆桝θ舳α1眺・α1α〃肌肋舳功伽∫クγo∫o榊｛∫）を用いて，寄生蜂幼虫の競争機構を解明した。

寄生蜂はその幼虫期間を豆に食入したアズキゾウムシ幼虫に寄生して発育する。本研究では，寄生

蜂幼虫聞の競争においては同一寄主上での卵の艀化の時間差が競争の精果に大きく関与していると

考え，艀化の時間差が競争に及ぼす影響とその機構に焦点をあてて研究した。

　まず種内競争の機構を実験的に解明した（第3章）。まず予備実験を行ない，3種の寄生蜂は短期

間内にも，また時聞差を設定した場合にも，同一寄主に2個以上産卵すること（superparasitis㎜）

を確認した。次にくぼみのあるアクリル板を用意し，各くぼみに，アズキ内から取り出した未寄生

のアズキゾウムシ幼虫を1匹ずつ入れ，その上に別に採取した寄生蜂卵を移植することによって，

複数卵が同時，あるいは一定時聞間隔（24時問，48時間，72時問，96時間）をもって産卵される状

態を人工的に作り出した。同時寄生の場合には，寄主1匹上の卵数とは無関係に，どの種において

もユ寄生当たりO．8～O．9匹の蜂が羽化した。時聞差をもたせた実験では，時問差24時問では，第1（先

に艀化した）幼虫と第2（あとから艀化した）幼虫とでは優劣の差はあまりなかった。時問差48時

間では，第2幼虫が圧倒的に有利で，第1幼虫はほとんど死亡した。時問差72又は96時間では，第
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2幼虫が成虫になる可能性は極めて低かった。

　寄主上での寄生蜂幼虫の行動観察の結果次のことが判った。同時寄生の場合には，寄生蜂幼虫は，

艀化後寄主上を歩き回り，艀化前の卵に出会うと孔を開け，また，別の幼虫と出会ったときは，互

いに腹部を噛み合い，一方が死亡した。時間差48時間では，第1幼虫の攻撃性がなくなり，第2幼

虫が第ユ幼虫を一方的に噛み殺した。72または96時間の時間差では，第2幼虫は，艀化直後，まず

摂食しようとしたが，寄主はすでに第！幼虫にほとんど食べ尽くされており，多くの場合，第2幼

虫は餓死した。

　次に種間競争の機構について研究した（第4章）。まず2種以上の寄生蜂が1匹の寄主に産卵する

こと（㎜u肚iparasitis㎜）を確認した。次に，種内競争の実験と同様，寄生蜂卵をアズキゾウムシ幼虫

上に移植する方法を用いて種間競争の機構を解明した。実験を単純化するため，2種の寄生蜂をそ

れぞれ組み合わせて，幼虫の艀化が同時に起こる場合，幼虫の艀化に24，48，72または96時間の時

間差がある場合を設定した。

　卵が同時に艀化した場合，蜂の種の組み合せとは関係なく，すべての幼虫は成虫になる確率をほ

ぼ等しくもっていた。時間差のある場合には，どの2種の組み合せにおいても，一般に先に艀化し

た種が有利で，その有利さは2種の幼虫の艀化の時間聞隔が長くなるほど強くなった。しかし，種

の組み合せによって，種間競争の結果が多少異なった。

審　　査　　の　　要　　旨

　寄主を豆から取り出し，寄生蜂卵を寄主上に移植するという新しい実験手法を開発することによ

り，外寄生蜂幼虫聞の競争の機構を直接観察によって明らかにすることができた。この方法によっ

て得られた結果はこれまで考えられた競争（特に種内競争）の機構を根底から覆すものであり，そ

の結果は画期的である。又，今後この方法を用いて種々の新しい発見が行なわれることが期待される。

この業績は生態学，特に理論生態学，個体群生態学の今後の発展に大きく寄与するものとして高く

評価される。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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